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山門左手前 当山三十三観音の一番観音

固

lTR薗寺入□の地蔵堂

,機 1竜
山門:左右に六道能化地蔵、右前に 「山門禁車酒碑」

本堂前の無縁塔と地面堂た本堂と山門。山門には 「秋田県第十二番本し所」の看板が掲げられている。安IEX 2年(1855)建立の苔とし



書
に
金
洗
沢
鍛
冶
屋
敷
金
洗
観
音
と
あ
り
、
大
佛
師

定
朝
作
正
観
音
な
り
。

八
幡
太
郎
義
家
公
の
城
跡

（金
洗
城
又
厨
川
城
と

も
云
え
り
）
あ
る
い
は
安
倍
貞
任
の
城
の
跡
に
今
、

八
幡
の
宮
あ
り
。
鎌
倉
権
五
郎
塚
あ
り
、
矢
立
塚
と

い
う
。
厨
川
の
宿
の
内
に
流
る
る
川
あ
り
、
こ
の
流

れ
に
目
半
の
河
鹿
あ
り
、
石
の
唐
櫃
あ
り
、
古
跡
多

し
。
矢
杭
向
城
、
兵
糧
籠
置
き
し
ゆ
え
飯
詰
と
も

い
う
。
祗
薗
寺
に
義
家
公
の
御
直
垂
、
御
袈
裟
あ
り

し
と
い
う
が
、
今
は
六
郷
の
本
寺
永
泉
寺
に
あ
り
。

こ
の
土寸
、も
と
六
郷
伊
賀
殿
の
牌
所
な
り
」
と
い
う
。

《御
詠
歌
》

わ
け
ゆ
け
は

大
悲
の
な

い
や
ま
し
て

湧
出
る
水
　
全
洗
ひ
沢

文
章
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

「
こ
の
祗
薗
寺
は
む
か
し
金
濯
沢
に
在
り
し
を
、

今
の
所
に
移
せ
り
。
さ
り
け
れ
ば
今
も
、
金
濯
沢
の

寒
泉
を
掛
樋
に
と
り
て
寺
の
用
水
と
せ
り
。
寺
は
い

と
い
と
古
き
寺
な
が
ら
退
転
せ
し
こ
と
あ
り
。
そ
の

こ
ろ
な
ら
む
か
、禅
林
に
移
り
て
今
は
曹
洞
宗
な
り
。

寺
の
由
来
知
れ
る
人
な
し
。
金
沢
と
い
う
郷
の
名
は

金
掘
り
う
る
よ
り
い
え
る
名
に
や
。
ま
た
金
浣
沢

の
浣
の
省
り
を
し
か
、
い
い
な
ら
は
し
て
金
沢
の
名

は
あ
り
け
る
も
の
か
、
な
お
た
づ
ぬ
べ
し
」

「あ
る
物
語
に
、
六
郷
東
根
に
嶋
治
郎
某
と
か
い

い
し
も
の
、
将
軍
義
家
公
の
身
方
と
も
い
い
、
安
倍

文
政
九
年

（
一
八
二
六
）

江
真
澄
は

『秋
田
藩
地
誌
』

に
入
り
、
祗
薗
寺
に
つ
い
て

郡
巻
卜
七
』
の
中
で
、

「萬
年
山
祗
薗
寺
、
占
来
は
天
台
宗
派
、
今
は
曹

洞
家
な
り
。
開
祖
は
直
翁
授
性
和
尚
、
元
和
元
年

（
一
六

一
五
）
乙
卯
四
月
十
四
日
遷
化
、
十
二
世
現

住

（独
勇
）
巨
真
和
尚
と
い
う
。
正
観
世
音
菩
薩
円

仁

（慈
覚
）
大
師
作
、
秋
田
二
十
三
番
札
所
な
り
。

当
寺
開
開
由
緒
古
記
録
伝
わ
ら
ず
し
て
審
ら
か
な
ら

ぎ
る
よ
し
を
い
え
り
」

『出
羽
国
六
郡
補
陀
洛
巡
拝
旧
跡
記
』
に
前
記
の

五
月
、
七
十
三
歳
の
菅

編
纂
の
た
め
に
仙
北
郡

『月
の
出
羽
路

・
仙
北

「
平
安
時
代
、
長
久
三
年

（
一
〇
四
二
）
六
月
の
こ
と
。

地
福
長
者
、
実
父
は
清
原
員
人

光
頼

（清
原
武
則
の
兄
）
の
息

子
、
大
鳥
井
山
頼
遠

（横
手
大

鳥
井
山
は
清
原
の
当
時
の
居
城

か
）
の
四
男
な
り
。
そ
の
子

保
昌
、
実
父
は
清
原
武
道

（字

は
貝
沢
二
郎
で
コ
削
九
年
の
役
』

に
も
出
陣
し
て
い
る
）
の
二
男

で
出
家
し
て
保
昌
坊
と
号
す
。

諸
国
修
行
し
て
紀
伊
国

（三
重

県
）
熊
野
那
智
山
に
参
籠
し
て
、

観
音
の
御
利
益
に
よ
り
、
西
国

三
十
三
ケ
所
を
順
礼
し
て
観

音
を
大
仏
師
定
朝
に
作
ら
せ
、

阿
閣
梨
教
園
法
師
に
開
眼
供
養

せ
し
め
て
そ
の
後
本
国
に
帰

る
。
雄
勝
を
始
め
、各
六
郡
山
々

嶽
々
の
寺
院
に
そ
の
佛
体
、
並

び
に
三
十
三
所
順
礼
記
を
書
き
奉
納
す
。
そ
の
後
、

都
よ
り
阿
閣
梨
教
園
来
り
、
同
行
し
て
塩
湯
彦
尊
の

座
せ
る
御
嶽
山
の
内
湯
の
峰
、
自
瀧
の
観
音
を
第

一

番
と
定
め
、
秋
田
郡
比
内
の
庄
岩
本
山
に
て
三
十
三

番
の
札
打
ち
納
め
、
教
園
法
師
帰
京
し
給
う
」
と
、

こ
の
文
化
圏
が
清
原

＾
族
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と

を
伝
え
る
と
共
に
、
亨
保
卜
四
年

（
＾
七
二
九
）
秋

田
城
下
鈴
木
定
行
と
加
藤
政
貞
が
こ
の
道
を
歩
き
、

こ
の
順
礼
記
を
確
認
し
、
新
た
に

『観
音
巡
礼
記
』

を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
当
山
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、

「第
十
三
番
　
金
沢
村
高
年
山
祗
薗
寺
観
音
　
古

|

本堂(安政 2・ 1855建 立)

li内南万から金沢城古柵に至るまでに三十二体の観音様が祀られている。天保 (1830～ 43)の頃建立。



繭

金

沢

柵

家
の
武
士
と
も
い
う
。
こ
の
家
は
い
に
し
え
、
祗
薗

寺
の
大
檀
な
り
し
が
金
洗
の
城
焼
か
れ
て
後
、
平
鹿

の
郡
、
山
内
に
落
ち
て
田
代
と
い
う
処
に
身
を
潜
み

ぬ
。
こ
の
家
に
上
祖
よ
り
猿
酒
と
い
う
も
の
を
醸
し

て
良
薬
と
す
。
そ
れ
を
醸
醤
の
ご
と
く
に
辛
塩
に
混

て
い
つ
ま
で
も
貯
う
。
落
城
の
後
、
そ
の
猿
猥
酒
の

甕
を
抱
え
て
田
代
に
か
く
ろ
い
住
み
て
、
家
の
乏
し

く
て
こ
の
酒
を
売
り
て
、
嶋
田
源
介
と
て
今
も
そ
が

末
あ
り
。
上
祖
よ
り
持
伝
え
た
る
家
系
譜
、
弓
箭
な

ん
ど
は
失
せ
て
、
残
る
鞍
鐙
の
よ
う
な
も
の
は
、
菩

提
寺
な
れ
ば
祗
薗
寺
に
納
む
。
…
…
後
略
…
…
」

横
手
市
金
沢
本
町
の
南
部
丘
陵
に
あ
っ
て
、
平
地

か
ら
頂
上
ま
で
九

一
ｍ
が
あ
り
、
崖
に
囲
ま
れ
た
天

然
の
要
害
で
、
平
鹿

・
仙
北
二
郡
の
平
野
の
大
半
を

望
む
こ
と
が
で
き
る
。

「後
三
年
の
役
」
宝

〇
八
三
～
八
七
）
の
時
に
源

義
家

・
清
原
清
衡
軍
に
対
峙
す
る
た
め
に
家
衡
と
武

衡
が
本
拠
地
と
し
て
沼
柵
よ
り
移
り
、
立
て
籠
っ
た

城
柵
で
、
孔
雀
城

・
金
洗
城

・
厨
川
城
と
も
呼
ば
れ

た
。
そ
れ
以
前
も
清
原
武
則
の
居
城
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
飲
料
水
は
柵
の
東
側
の
金
洗
清
水
よ
り
と

り
、
金
洗
沢
は
金
沢
柵
の
守
護
寺
で
あ
る
祗
薗
寺
ヘ

の
通
路
と
な
っ
て
い
た
。
柵
の
場
手

（裏
門
）
か
ら

下
り
金
洗
沢
に
添
っ
て
大
手
門

（正
門
）
に
至
る
と

こ
ろ
に
祗
薗
寺
が
あ
り
、
柵
の
北
東
艮
に
当
り
鎮
守

寺
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
後
三
年
の
役
の
戦
勝
後
に

義
家
が
柵
に
岩
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
て
金
沢
八
幡

宮
を
寛
治
七
年

（
一
〇
九
三
）
に
創
建
し
た
時
も
そ

の
鎮
護
寺
の
役
割
を
祗
薗
寺
は
果
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

躙
閑
居
長
根
経
塚
群

当
山
の
境
内
の
北
に
老
僧
が
隠
居
し
て
住
ん
だ
と

い
う
閑
居
屋
敷
が
あ
り
、
こ
の
続
き
の
閑
居
長
根
か

ら
は
二
基
の
経
塚
が
発
掘
さ
れ
、
経
筒
と
経
壺
が
三

箇
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
内
の
一
つ
は
、
元
久
三

年

（
一
二
〇
六
）
銘
の
も
の
で
、
明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）
に
発
掘
さ
れ
、
秋
田
県
有
形
重
要
文

化
財
の
指
定
を
う
け
て
い
る
。
石
の
中
央
に
穴
を
う

が
ち
、
経
筒
を
入
れ
、
自
然
石
を
蓋
と
し
た
、
鋼
製

経
筒
で
、
蓋
に
和
鏡

（梅
枝
蝶
鳥
鏡
）
を
転
用
し
て

い
る
。
高
さ
二
〇
二
一
Ｃｍ
、
蓋
の
径

一
〇
上
一
Ｃｍ
、
針

金
銘
で
、

元
久
三
年

（
一
二
〇
六
）
歳
次
丙
匂

四
月
五
日

鰤
本
聖
人
引
西
　
大
檀
越
浄
国

の瞥
金
剛
佛
子
　
　
念
阿
　
覺
範
　
尚
寛

福
有
　
良
賢

金
氏
施
主
　
　
源
　
太
夫

と
あ
っ
た
、
と
い
う
。
し
か
し
、
発
掘
し
た
時
に
金

色
の
縁
が
付
い
た
経
巻
は
漢
水
で
洗
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
文
字
が
溶
解
し
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
経
巻

は
金
沢
山
八
幡
宮
に
、
蓋
は
祗
薗
寺
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
、
と
二
十
世
順
晃
師
が
書
き
残
し
て
い
る
。

本堂裏の庭園

閑居長根経塚群を背景にした本堂

元久 3年 (1206)銘の経筒の蓋。径 1 0cm(県重文)

後三年の役で清原一族が立て籠った金沢柵金洗沢に通じる山道に十六羅漢が祀られている。大正末年建立。



蒻
平
泉
の
時
代

源
義
家
は

「後
三
年
の
役
」
を
私
闘
と
み
な
さ
れ
、

朝
廷
よ
り
何
の
恩
賞
も
な
く
、
家
衡

・
武
衡
の
首
を

路
次
に
棄
て
て
去
っ
て
行
っ
た
。
清
衡
に
よ
っ
て
当

地
方
は
平
泉
文
化
圏
に
入
り
、
清
衡
は
実
父
の
姓
藤

原
を
名
乗
り
、
中
尊
寺
を
建
立
し
、
『供
養
願
文
』

の
中
で

「前
九
年
、
後
三
年
と
い
う
奥
羽
の
戦
乱
に

よ
っ
て
空
し
く
戦
死
し
た
幾
多
の
冤
霊
を
弔
い
、
安

楽
浄
土
に
導
き
た
い
」
と
記
し
た
。
清
衡
は
寛
治
年

間

（
一
〇
八
七
～
九
四
）
に
、
三
男
藤
原
朝
臣
小
館

三
郎
正
衡
に
横
手
の
地
に
中
尊
寺
支
院
の
天
台
宗
明

永
山
大
義
寺

（現
正
平
寺
）
を
開
基
さ
せ
て
い
る
。

平
泉
の
栄
華
の
前
に
金
沢
柵
攻
め
で
殺
毅
し
た
地
元

の
人
々
に
対
し
て
贖
罪
の
心
に
溢
れ
て
い
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

靡
金
沢
城
と
領
主
た
ち

源
頼
朝
に
よ
っ
て
平
泉
が
亡
ぼ
さ
れ
、
山
北

（横

手
盆
地

・
雄
勝

・
平
鹿

・
山
本
）
に
鎌
倉
御
家
人
が

地
頭
と
し
て
配
置
さ
れ
て
来
た
。

六
郷
に
入
部
し
た
の
は
三
階
堂
氏
で
代
々
鎌
倉
幕

府
の
執
事
を
務
め
て
お
り
、
後
に
宗
家
三
代
行
盛
の

三
男
行
忠
が
在
郷
の
名
、
六
郷
を
名
乗
っ
て
い
る
。

平
鹿
に
入
部
し
た
の
は
松
葉
資
宗
で
出
家
名
を
行

円
と
い
い
『新
古
今
集
』
の
歌
人
で
あ
る
。
そ
の
二
・

三
男
、泰
実
。経
宗
が
平
鹿
に
住
し
、平
賀
と
称
し
た
。

雄
勝
に
地
頭
職
と
し
て
入
部
し
た
の
は
藤
原
泰
衡

を
征
し
た
時
の
鎌
倉
御
家
人
の
小
野
寺
道
綱
で
祖
は

藤
原
秀
郷

（俵
藤
太
）
で
あ
る
。

平
賀

一
族
の
主
流
が
元
冦
襲
来
に
備
え
て
正
安
三

年

（
一
三
〇
〇
）
ご
ろ
安
芸
国

（広
島
県
）
高
屋
保

の
地
頭
と
し
て
防
御
の
任
を
与
え
ら
れ
延
文
四
年

（
一
三
五
九
）
に
平
賀
貞
宗
が
最
後
の
惣
領
を
務
め

た
も
の
の
、
平
鹿
で
の
勢
力
が
弱
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
秋
田
城
之
泰
長
が
観
応
元
年

（
一
三
五
〇
）
に

舞
獅
子
並
吉
田
・
飯
詰

・
八
幡
の
三
ケ
庄
を
明
江
山

神
宮
寺
遍
照
院
に
寄
進
し
た
ほ
ど
の
勢
力
を
こ
の
地

に
保
っ
て
い
た
。

応
永
十
八
年

（
一
四
一
一
）
に
三
戸
南
部
十
三
代左脇侍:普賢菩薩 中尊:釈迦牟尼佛 右脇侍 :文殊菩薩(安政 5・1858年 仏師左京作)

守
行
が
秋
田
城
之
介
安
東
鹿
季
と
山
北
郡
で
戦
い
南

部
が
勝
利
し
た
勢
い
で
守
行
の
三
男
彦
六
郎

（南
部

三
郎
と
も
伝
わ
り
、
や
が
て
久
慈
姓
を
名
乗
り
津
軽

為
信
の
祖
と
な
る
）
を
永
享
四
年

（
一
四
三
二
）
（又

は
長
禄
二
上

四
五
八
年
）
に
金
沢
城
に
置
き
、
金

沢
右
京
亮
を
名
乗
っ
た
。
そ
の
時
の
菩
提
寺
が
真
言

宗
時
代
の
祗
薗
寺
で
あ
っ
た
。
久
慈

一
門
の
米
沢
甚

四
郎
を
大
曲
代
官
に
す
る
な
ど
南
部
の
勢
力
下
に
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
長
野

（中
仙
町
）、
淀
川

（協
和

町
）
も
南
部
が
領
有
し
、
三
又
城

（稲
川
三
又
）
の

小
笠
原
氏
も
南
部
氏
系
で
あ
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
を

通
っ
て
寛
正
六
年

（
一
四
六
五
）
南
部
は
十
八
代
時

政
の
代
に
将
軍
足
利
義
政
に
貢
馬
の
進
上
を
し
、
将

軍
家
か
ら
羽
州
の
地
の
安
堵
を
願
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
目
論
見
は
小
野
寺
泰
道
と
そ
の
臣
佐
藤
忠
経
に

よ
り
破
ら
れ
、
南
部
は
一
挙
に
こ
の
地
を
去
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
南
部
に
よ
る
金
沢
城
支
配
は

永
享
四
年
か
ら
寛
正
六
年
迄
の
三
十
四
年
間
で
あ
っ

た
。
小
野
寺
氏
は
こ
の
勝
利
に
よ
り
出
羽
守
護
職
と

な
り
、
京
都
姉
小
路
高
倉
に
居
館
を
構
え
、
将
軍
の

「御
目
見
え
以
上
の
直
勤
御
家
人
」
と
な
り
、
嫡
子

の
教
育
の
場
と
し
、
戦
国
大
名
の
地
位
を
固
め
て
い

っ
た
。

借景も映える本堂広間



泰
道
は
初
め
て
横
手
城
主
と
な
り
、
横
手
の
明
永

山
大
義
寺
を
、
開
基
の
藤
原
正
衡
の
名
を
と
り
、
曹

洞
宗
大
義
山
正
平
寺
と
改
宗

・
再
興
開
基
殿
と
な

り
、
小
野
寺
宗
家
の
菩
提
寺
と
し
た
。
長
禄
二
年

（
一
四
五
八
）
の
こ
と
と
さ
れ
る
。　
一
説
に
よ
る
と

こ
の
年
代
に
は
泰
道
は
ま
だ
南
部
三
郎
の
摩
下
に
あ

っ
た
と
も
い
う
。

『小
野
寺
正
系
図
』
に
よ
る
と
、

《泰
道

（長
禄
二
上

四
五
八
年
、
南
部
三
郎
の
為
に

幕
下
に
属
し
、
そ
の
後
佐
藤
忠
経
の
智
謀
を
以
っ

て
、
応
仁
二
上

四
六
八
年
、
南
部
に
打
ち
勝
ち
、

再
び
山
北
の
本
城
に
住
す
）
―
景
道

（明
応
四
・

一
四
九
五
年
、
常
州
小
田
原
合
戦
の
た
め
打
死
）
―

晴
道

（景
道
の
弟
、
故
あ
り
家
を
継
ぐ
も
後
入
道
す

る
）
―
稚
道

（植
道
又
は
惟
道
、
父
景
道
に
従
っ

て
京
で
将
軍
家
に
奉
公
し
、
そ
の
後
、
晴
道
の
跡

を
継
ぎ
下
国
し
て
山
北
横
手
に
居
住
す
る
。
天
文

十
五
上

五
四
六
年
生
害
な
り
）
―
輝
道

（幼
名
四

郎
丸
、
横
手
城
主
）
―
義
道

（横
手
城
主
、
徳
川
に

よ
り
改
易
さ
れ
石
州
の
配
所
で
没
じ

で
あ
り
、
泰
道
か
ら
稚
道
代
に
か
け
て
小
野
寺
宗
家

は
横
手
城
に
居
た
が
そ
の
治
政
は
『永
慶
軍
記
巻
二
』

に
よ
る
と
、
「大
曲

・
刈
和
野

・
神
宮
寺

・
角
館
の

領
主
を
被
官
と
し
、
由
利
十
二
党
を
従
え
、
南
接
す

る
最
上
領
間
室
を
侵
略
し
、
領
内
に
あ
っ
て
は
小
野

城
主

（雄
勝
小
野
）
姉
崎
氏
や
湯
沢
城
代
三
春
氏
を

誅
殺
す
る
ほ
ど
に
横
暴
を
き
わ
め
た
。
そ
の
た
め
家

臣
で
あ
っ
た
横
手
平
城
の
大
和
田
佐
渡
守
光
盛
や
金

沢
の
八
幡
宮
別
当
と
真
言
宗
系
祗
薗
寺
の
住
職
を
兼

ね
て
い
た
役
氏
金
乗
坊
ら
の
反
感
を
持
つ
も
の
た
ち

の
反
乱
を
引
き
起
こ
し
、
稚
道
は
湯
沢
城
に
追
い
込

ま
れ
、
天
文
二
十

一
年

（
一
五
五
二
）
（又
は
天
文

十
五
年
）
七
月
、
自
害
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
三

年
後
、稚
道
の
一
子
、
四
郎
丸

（輝
道
）
は
庄
内

（羽

州
飽
海
郡
）
の
大
宝
寺
出
羽
守
武
藤
氏
に
身
を
寄
せ
、

三
年
後
の
弘
治
元
年

（
一
五
五
五
）、
羽
黒
山
の
衆

徒

（天
台
宗
系
）
や
庄
内

・
由
利
、
さ
ら
に
は
先
に

金
乗
坊
ら
に
党
し
た
大
曲
の
前
田
薩
摩
守

・
楢
岡
三

郎

ｏ
六
郷
兵
庫
父
子
・
堀
田
治
郎
丞

・
本
堂
六
郎
等

を
味
方
に
つ
け
金
乗
坊
と
大
和
田
佐
渡
守
を
討
ち
、

再
び
横
手

・
金
沢
を
支
配
し
、
四
郎
丸
は
輝
道
を
名

乗
っ
た
」
と
い
う
。
こ
の
奪
回
戦
の
時
に
金
沢
城
の

直
下
に
あ
っ
た
祗
薗
寺
は
焼
失
し
て
い
る
。
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葦 駄 尊 天

隕
開
山
前
夜
の
金
沢

天
正
時
代

（
一
五
七
三
～
九
二
）
輝
道
は
嫡
子
孫

十
郎
義
道
を
横
手
城
に
、
父
の
弟
、
孫
三
郎
道
秀
を

金
沢
城
に
入
れ
て
金
沢
道
秀
を
名
乗
ら
せ
て
い
る
。

道
秀
は

『小
野
寺
系
図
』
で
は
金
沢
弥
二
郎
ま
た
は

金
沢
孫
七
と
も
記
さ
れ
、
『戸
沢
家
譜
』
で
は
金
沢

の
世
襲
の
名
、
権
大
夫
と
あ
る
。

小
野
寺
宗
家
の
義
道
は
天
正
十
八
年
豊
臣
の

「小

田
原
征
討
」
軍
に
参
陣
し
、
同
十
九
年
の

「九
戸
の

反
乱
」、
文
禄
元
年

（
一
五
九
二
）
の

「朝
鮮
出
兵
」

の
た
め
に
肥
前

（佐
賀
県
）
名
護
屋
に
も
布
陣
し
、

豊
臣
政
権
下
で
、
天
正
十
九
年
正
月
に

「出
羽
国
山

北
之
内
上
浦
郡
三
分
二
、
〓
一萬
千
六
百
石
」
を
宛
行

れ
て
い
る
。
こ
の
時
雄
勝
郡
は
最
上
へ
、
湯
沢

・
増

田
地
方
や
上
浦
郡
の
浅
舞

・
鍋
倉
な
ど
の
そ
の
他
の

領
は
秀
吉
の
直
轄
地
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
ご
ろ
、
金
沢
道
秀
に
は

嫡
子
が
な
く
、
隣
地
の
六
郷
兵
庫
介
政
乗
の
弟
、
権

之
助
光
長

（権
十
郎
）
が
入
婿
し
金
沢
城
主
と
な
っ

て
い
た
書
状

（織
田
家
文
書

・
月
の

出
羽
路
）
が
あ
る
。
そ
し
て
文
禄
三

年

（
一
五
九
四
）
の

『中
郡
領
地
上

り
状
』
の
中
に
金
沢
前
郷
村
に
つ
い

て
、
「金
沢
前
郷
ノ
内
　
金
沢
旧
領

湊
兵
庫
介
殿

（六
郷
政
乗
）
代
官
支

配
之
八
百
弐
拾
参
石
天
下
様

（秀
吉
）

へ
御
上
納
　
金
沢
本
領
也
　
エハ
百
七

「
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

石
」
や

「金
沢
長
岡
む
ら

（金
沢
寺
田
村
）、
石
神

寺
田
　
茨
島
　
野
際
む
ら
　
金
沢
領
へ
　
四
百
拾
七

石
」
と
あ
り
、
既
に
金
沢
は
小
野
寺
氏
支
配
か
ら
脱

し
六
郷
氏
支
配
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
他
に
六
郷
氏
は
神
尾
町

・
久
米

・
戸
蒔
の
豪
族

も
従
臣
と
し
て
い
た
。
そ
の
領
土
を

「仙
北
中
郡
六

郷
兵
庫
領
」
と
い
っ
た
。

そ
の
後
、
小
野
寺
義
道
宗
家
は
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）、
「関
ヶ
原
の
合
戦
」
の
前
哨
戦
で
最

上
義
光
へ
の
反
撥
か
ら
、
か
つ
て
山
北
の
検
地
に
来

た
上
杉
景
勝
の
重
臣
直
江
兼
続
を
頼
り
豊
臣
方
に
従

い
、
最
上
、
秋
田
、
六
郷
ら
の
連
合
軍
と
戦
い
敗

れ
て
し
ま
っ
た
。
領
民
は
義
道
が
せ
め
て
代
官
と

な
る
こ
と
を
願
っ
た
が
、
徳
川
の
命
に
よ
り
領
地

没
収
、
義
道
は
わ
ず
か
の
家
臣
と
共
に
慶
長
七
年

十六羅漢の二体

1軸
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（
一
六
〇
二
）、
石
見
国

（島
根
県
）
へ
流
さ
れ
没
落

し
て
し
ま
っ
た
。

一
方
、
六
郷
政
乗
は
関
ヶ
原
合
戦
で
徳
川
方
に
つ

き
、
上
杉
攻
め
を
行
な
い
、
小
野
寺
を
攻
め
、
慶
長

五
年
■

六
〇
〇
）十

一
月
、家
康
と
秀
忠
に
謁
見
し
、

慶
長
七
年
、
家
康
の
命
に
よ
り
常
陸
府
中
へ
一
万
石

で
移
封
と
な
っ
た
。

金
沢
の
城
は
、
慶
長
七
年
佐
竹
義
重
の
六
郷
入
部

に
よ
り
、
東
将
監

・
梶
原
美
濃
が
受
け
と
り
、
元
和

八
年

（
一
六
三
二
）
廃
城
と
な
っ
た
。
小
野
寺
の
残

党
は
こ
の
地
方
に
残
り
、
六
郷
氏
や
佐
竹
氏
に
対
し

て
し
ば
し
ば

一
揆
を
起
し
た
が
最
後
は
「鬼
の
義
重
」

の
異
名
を
持
つ
佐
竹
義
重
に
鎮
め
ら
れ
て
い
る
。
く

し
く
も
佐
竹
の
祖
は
後
三
年
の
役
で
こ
の
地
で
戦
っ

た
新
羅
三
郎
義
光
で
あ
る
。
金
沢
氏
は
六
郷
政
乗
に

従
い
臣
と
し
て
府
中
へ
、
元
和
九
年

（
一
六
二
三
）

本
多
正
純
の
改
易
後
、
六
郷
政
乗
は
二
万
石
と
な
り

再
び
出
羽
の
地
本
荘
に
居
を
移
し
た
。

哩
祗
薗
寺
曹
洞
宗
開
山
は

永
泉
寺
二
世

当
山
は
清
原

一
族
が
金
沢
柵
を
構
築
し
、
そ
の

時
代
に

「羽
州
三
十
三
観
音
札
所
」
を
保
昌
坊
が

定
め
て
訪
れ
た
と
す
れ
ば
そ
の
年
代
、
長
久
三
年

（
一
〇
四
二
）
に
金
沢
柵
大
手
門
下
に
あ
り
、
清
原

一
族
の
祈
祷
寺
で
あ
っ
た
。
菅
江
真
澄
に
よ
れ
ば
天

台
宗
で
あ
り
、
山
号
名
は

「萬
歳
山
」
と
称
し
た
と

伝
わ
り
、
そ
の
後
、
柵
の
中
に
金
沢
八
幡
宮
が
源
義

家
が
岩
清
水
八
幡
を
勧
請
し
て
建
立
さ
れ
、
そ
の
別

当
寺
に
な
っ
た
と
い
う
。
現
在
地
の

「寺
の
沢
」
も

当
寺
の
寺
域
で
あ
っ
た
の
か
、
閑
居
長
根
経
塚
か
ら
、

経
筒
の
施
主
に
元
久
三
年

（
一
二
〇
六
）
の
記
年
銘

と
源
の
姓
が
入
っ
た
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。

金
乗
坊
を
亡
ば
し
た
小
野
寺

一
族
は
代
々
曹
洞
宗

を
外
護
し
、
雄
勝

・
平
鹿
地
方
に
多
く
の
曹
洞
宗
寺

院
を
開
山
し
て
い
る
。

又
、
金
沢
城
に
養
子
入
り
し
た
権
之
助
光
長
の
六

郷
氏
代
々
も
曹
洞
宗
で
、
そ
の
菩
提
寺
は
龍
雲
山

永
泉
寺
で
あ
っ
た
。

永
泉
寺
は
三
階
堂
系
久
米
氏
の
出
自
を
持
ち
、
飯

詰
に
生
れ
、
大
本
山
線
持
寺
四
世
峨
山
詔
碩
の
十
六

¨請い…m圏
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左 :太祖常済大師螢山禅師 中央 :開山直翁授性大禾0尚 右 :高祖承陽大師道元禅師。前に歴住の位牌

哲
、
正
法
寺
三
祖
道
隻
道
愛
禅
師

（示
寂
永
和
元
ｏ

一
三
七
五
年
）
が
文
和
四
年

（
一
二
五
五
）
に
真
言

宗
宝
珠
院
を
改
宗
し
、
曹
洞
宗
と
し
て
開
山
し
た
寺

院
で
あ
る
。
幾
度
か
法
脈
が
跡
絶
え
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、道
隻
禅
師
が
奥
羽
の
第
三
の
本
寺
江
刺
郡
（岩

手
県
奥
州
市
）
の
大
梅
描
華
山
円
通
正
法
寺
の
二
祖

月
泉
良
印
禅
師

（示
寂
応
永
七
上

四
〇
〇
年
）
を

補
佐
し
、
曹
洞
宗
の
教
線
を
弘
げ
る
途
に
開
山
し
た

胆
沢
郡
金
ケ
崎
の
報
恩
山
永
徳
寺
の
十
世
廣
山
東
菊

大
和
尚

（示
寂
享
禄
元

・
一
五
二
八
年
）
を
中
興
開

山
と
し
て
い
る
。

永
泉
寺
は
開
山
以
来
、
三
階
堂
氏
の
菩
提
寺
で

あ
り
、
二
世
直
翁
授
性
大
和
尚

（示
寂
元
和
元

・

一
六

一
五
年
）
の
代
に
当
山
祗
薗
寺
を
金
沢
の
現
在

地
に
、
そ
れ
ま
で
の
真
言
宗
寺
院
の
廃
寺
同
様
で
あ

っ
た
寺
院
を
曹
洞
宗
に
改
宗
し
、
「萬
歳
山
祗
菌
寺
」

か
ら

「萬
年
山
祗
薗
寺
」
と
山
号
名
も
改
め
て
再
興

し
、
開
山
し
て
い
る
。

開
山
の
年
月
に
つ
い
て
は
記
録
は
残
さ
れ
て
い

な
い
が
、
六
郷
領
主
、
六
郷
政
乗
の
弟
、
権
之
助

光
長
が
入
婿
し
金
沢
の
領
主
に
な
っ
た
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た

（
一
説
に
慶
長

年
代
と
も
あ
る
）。

そ
の
時
の
開
基
殿
、
大
檀
越
は
金
沢
権
之
助
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
徳
川
の
改
易
に
よ
り
三
階
堂

氏
と
金
沢
氏
が
共
に
、
慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）
国

替
え
に
よ
り
常
陸
に
、
そ
の
二
十
年
後
、
永
泉
寺
と

共
に
本
荘
に
移
る
に
及
び
、祗
薗
寺
は
新
た
な
藩
主
、

佐
竹
氏
の
も
と
で
地
域
の
檀
信
徒
の
た
め
の
寺
院
と

な
り
、
藩
政
時
代
を
過
ご
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



享
保
卜
四
年
（
＾
Ｌ
＾
九^
）、
長
久
年
代

（
．
〇
四

〇
～
四
四
）
に
保
昌
坊
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た

「羽
州
三
十
三
観
音
」
が
長
い
年
月
に
よ
り
忘
れ

去
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
秋
田
城
ド
の
住
人
鈴
木

定
行
、
加
藤
政
貞
の
両
人
に
よ
り
改
め
て

「出
羽

国
三
卜

■^
所
巡
礼
札
所
並
縁
起
」
が
著
わ
さ
れ
た
。

祗
薗
寺
は
十
二
番
で
大
佛
師
定
朝
作
の
正
観
世
音

菩
薩
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
五
月
、
骨
江
真
澄
が

卜
二
世
独
勇
巨
真
代
に
当
地
方
を
訪
れ
、
祗
薗
寺

に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

文
政
十

＾
年
（
一
八
ｉ
八
）
四
月
．
卜^

＾
日
、
法

華
経
八
巻
施
人
。

天
保
の
頃
（
一
八
．三
〇
～
四
三
）、
当
山
の
秋
円

三
十
三
観^
音
を
第

一
番
と
し
て
山
門
前
に
祀
り
、

境
内
南
方
の
占
柵
に
続
く
山
の
中
腹
に
、
右
佛
の

三
卜
■
体
を
安
置
し

「．．
卜
三
観
青
」
と
し
た
。

天
保
三
年
（
＾
八
．．
１
）
五
月
卜
Ｌ
Ｈ
、
厨
ｒ
人

観
世
音
菩
薩
像
施
入
。

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
七
月
二
十
八
日
、
道

元
禅
師
像
施
入
。

嘉
永
四
年
（
一
八
五

一
）
十

月
五
日
、
大
権
修
理
菩
薩

・

達
磨
大
師
像
施
入
。

安
政
三
年

（
．
八
五
五
）、

本
堂
が
焼
失
し
て
い
た
が

十
三
世
中
興
透
應
秀
関
大
和

尚
代
に
再
建
立
さ
れ
た
。
こ

の
時
の
文
書
に

「祗
薗
寺
は
元

真
言
宗
に
し
て
金
沢
家
の
祈

願
所
な
り
し
に
暫
く
廃
寺
と
な

り
、
後
六
郷
家
の
菩
提
寺
と
な

る
永
泉
寺
に
属
し
、
再
興
し
て

禅
宗
と
な
れ
り
。
而
し
て
秀
関

の
時
、
堂
塔
火
災
に
罹
り
、
旧

記
什
物
悉
く
灰
儘
に
帰
せ
り
」

と
あ
る
。
山
円
も
同
時
期
に
建

立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

安
地
蔵
菩
薩
像
施
入
。

安
政
五
年
■

八
五
八
）
八
月
二
十
八
日
、
本
尊
釈

迦
如
来

・
脇
侍
文
殊
菩
薩

・
普
賢
菩
薩
像
施
入
。

八
月
二
十
八
日
、
子
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本
尊
に
は
大
佛

師
左
京

の
銘
が

あ
る
。

明
治

八
年

（
．

八
七
圧
）
七
月
七

日
、
大
般
若
波

羅
蜜
多
経
六
百

巻
施
人
。

明
治
九
年

（
＾

八
七
六
）
一
月
二

日
、
金
銅
製
釈

迦
誕
生
佛

・
延

命
地
蔵
菩
薩

・

卓
駄
天
像
、
釈

迦
涅
槃
画
軸

（文
政
五
ｏ

善
神
画
軸
施
入
。

明
治
卜
八
年
↑

八
八
五
）、
賓
頭
鷹
尊
者
像
施
人
。

明
治
卜
九
年
（
＾
八
八
六
）、
地
蔵
菩
薩
像
施
人
。

人
正
末
年
頃
、
祗
蘭
キ
か
ら
金
沢
柵
の
金
洗
清
水

や
本
丸
に
通
じ
る
道
ば
た
に
石
佛
卜
六
羅
漢
を
祀

る
。
昭
和
卜
六
年
（
．
九
四

＾
）、
当
山
一
卜^
世
忍
海

順
晃
大
和
尚
が
、
仙
北
郡
西
仙
北
町
の
天
台
宗
寺

を ,1島
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表
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一
厨
ｒ
入
り
観
世
占
許
薩
。
定
朝
作
の
１１ｉ
観
世
音
が
失
わ

れ
、
こ
の
像
を
秋
田

ｉ
卜

．
観
商
卜
．二
番
の
観
音
様
と
し
て
祀
る
。 至湯沢市
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